
情報検索委員会

新しい検索手法の探求

インドの特許状況

欧州特許分類 CPC
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階層化検索
※1 ○ ○ ▲ △ ○ ○ ▲ △※5 ▲ ○

ＣｰSets検索
※2 － ○※3 △ － － － ○ － － －

更新の形態 更新型 更新型 蓄積型 蓄積型 ※4 更新型 更新型 更新型 蓄積型 ？

※1 ○：2000ｼﾘｰｽﾞ含めて可，△：2000ｼﾘｰｽﾞ除き可，▲：前⽅⼀致検索可
※2 C-Setsとは、CPCの組合せで技術を表現する分類。

○：同⼀ﾗｲﾝで検索可，△：同⼀ﾗｲﾝは不可，▲：限定された国・年代で可
※3 ファミリ中のいずれかの C-Set フィールドにこれらの CPC が含まれていればよい"という演算になる事に注意
※4 DOCDB：更新型、US公報：蓄積型（公報ごとに蓄積されたCPCを⼀括で検索できる。
※5 結果的には階層検索するが、推奨されていない

DB毎に出来ることが違う

TATAのForm27分析事例

実施が圧倒的に多い
→実施が確実なものしか出願しない

生産技術に注力、エンジンに強み
生産技術に注力、商用車に注力
小型車中心という訳でもない

インドでは、登録特許の実施状況を「毎年」特許庁へ提出が必要
（インド特許法146条 Form27の提出）

検索システム
技術の変遷

出願戦略の分析が可能
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知財ミックスの分析

訴訟分析

譲渡・ライセンス分析

IoT分野の分析

クロス案件
Huawei ⇒ Appleへ805件
Apple ⇒ Huaweiへ49件

中国ライセンス情報が検索可能

訴訟情報が検索可能

I4.0:Industrie4.0
IIC:Industrial Internet Consortium
PF:Platform

◎出願件数多い（１０００件以上）
○出願数少ない（１００件台）

分野毎の戦略差異

各社の戦略差異


